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  端 末 設 備 の 接 続 の た め の 技 術 
第１問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　ベースバンド伝送方式において、一般に、“１”をパルス有り、“０”をパルス無しで表現し、“１”のパルス有りの極性を交互に（＋）と（－）に変化させて出力する伝送路符号形式は、（　ア　）形式といわれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ダイコード　　②　ユニポーラ　　③　ユニバーサル　　④　バイポーラ　　⑤　ＣＭＩ


　（２）　ＯＳＩ参照モデルの物理層に関する次の二つの記述は、（　イ　）。　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　物理層におけるデータ伝送では、フロー制御や誤り制御を行っている。

　　　　Ｂ　物理層のデータ伝送は、通常、ビット単位で行っている。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（３）　アナログ信号である音声周波数帯域信号をデジタル化するときの標本化周波数は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｇ．７１１により、（　ウ　）キロヘルツと規定されているので、標本化間隔は、１２５マイクロ秒となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　４　　②　５　　③　６　　④　７　　⑤　８


　（４）　ＨＤＬＣ手順の特徴として誤っているものは、（　エ　）である。　　　　　　　　（５点）

	　①　伝送するメッセージは、任意のビット構成でも伝送できる。

　②　送信側と受信側の両方から同時に送信されたメッセージも伝送することができる。

　③　メッセージを送受する端末やコンピュータは局といわれ、局には１次局、２次局及び複合局の３種類がある。

　④　メッセージの伝送単位は、フレームといわれ、フレームは固定長である。

　⑤　ＯＳＩ参照モデルのデータリンク層を対象とした手順の一つとして用いられている。


　（５）　ＨＤＬＣ手順における誤り制御に関する次の二つの記述は、（　オ　）。　　　　　（５点）

　　　　Ａ　受信側は、受信した複数ブロック分の誤りチェック結果を個々のブロックごとでなく一括して送信できるので、ＨＤＬＣ手順による伝送は、安定した伝送路を用いる場合には伝送効率が高い。

　　　　Ｂ　伝送誤り検出に信頼性の高い水平・垂直パリティチェックを用いている。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


第２問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのＤチャネルのレイヤ２においては、プロトコルとして（　ア　）が用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	①　ＵＤＰ　　②　ＬＡＰＢ　　③　ＬＡＰＤ　　④　ＯＳＩ　　⑤　ＭＡＰ


　（２）　公衆データ回線交換網において、網は、相手端末又は網に異常等が発見された場合、その状態を発信端末に知らせるために、（　イ　）信号を発信端末へ送信する。　　　　　　（５点）

	　①　キャラクタ　　②　コールプログレス　　③　コントロール

　④　データ転送　　⑤　呼制御


　（３）　公衆データ回線交換網では、パケット交換網と異なり、データの転送に際して従うべき（　ウ　）については規定されていないので、任意の（　ウ　）を使うことができる。（５点）

	　①　蓄積交換方式　　②　信号レベル　　③　多重化方法

　④　伝送制御手順　　⑤　同期方式


　（４）　公衆データ網の国際番号計画で一意に識別するデータ網識別符号（ＤＮＩＣ）は、（　エ　）けたのデータ国符号（ＤＣＣ）と１けたの網番号（ＮＤ）により構成される。　　　　（５点）

	　①　２　　②　３　　③　４　　④　５　　⑤　６　　


　（５）　インターネットで使用されるＴＣＰ／ＩＰについて、大まかにＯＳＩ参照モデル上の対応する層を当てはめると、ＴＣＰとＩＰはそれぞれ（　オ　）に相当する。　　　　　　（５点）

	　①　第２層と第１層　　②　第３層と第２層　　③　第４層と第３層

　④　第５層と第４層　　⑤　第６層と第５層


第３問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小計２５点）

（１）　ＲＳ－２３２Ｃの規定を母体とするＩＴＵ－Ｔ勧告Ｖ．２８では、ＤＣＥとＤＴＥの不平衡複流相互接続回路の電気的特性を規定している。Ｖ．２８では、信号発生器に対する負荷の接続ケーブルを含む総合実効容量は、（　ア　）を超えないこととしている。　　　　　（５点）

	　①　１００ｐＦ　　②　５００ｐＦ　　③　２，５００ｐＦ

　④　０．１μＦ　　⑤　１μＦ


　（２）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるレイヤ３の機能についての次の記述は、（　イ　）が正しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　物理インタフェース上にデータリンクを設定し、端末と網間で情報を転送する。

　②　レイヤ３には情報転送手順として、確認形情報転送手順と非確認形情報転送手順がある。

　③　端末終点識別子（ＴＥＩ）が自動割り当ての場合、ＴＥＩ値の割り当てを行う。

　④　通信に使う情報チャネルの選択を行う。

　⑤　端末間でＤチャネルの競合が発生したとき、その制御を行う。


　（３）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルを使ってパケット交換サービスを提供する場合、ユーザパケットを転送するときのレイヤ２のプロトコルは、（　ウ　）が用いられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　ＬＡＰＢ　　②　ＬＡＰＤ　　③　ＬＡＰＦ　　④　ＬＡＰＭ　　⑤　ＬＡＰＸ


　（４）　ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのＬＡＰＤに関する次の二つの記述は、（　エ　）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

　　　　Ａ　同一バス上に接続されている端末間でＢチャネルを同時に使用しようとする場合が生ずるので、ＬＡＰＤでは、Ｂチャネルの競合制御を行っている。

　　　　Ｂ　ＬＡＰＤによる情報転送のうち、非確認形情報転送では、伝送エラーの回復処理は行っていない。

	①　Ａのみ正しい　　②　Ｂのみ正しい　　③　ＡもＢも正しい　　④　ＡもＢも正しくない


　（５）　図は、同期式Ｘシリーズ端末と公衆データ回線交換網間の、発呼からデータ転送までの信号シーケンスを示したものである。図中のＹは、（　オ　）信号を表す。　　　　　　　（５点）

	　①　ＤＣＥレディ　　②　コールプログレス　　③　ＤＴＥ待ち

　④　ＤＴＥレディ　　⑤　応　答　　　　　　　⑥　着　呼
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第４問　次の各文章の（　　）内に、それぞれの解答群の中から最も適したものを選び、その番号を記せ。ただし、（　　）内の同じ記号は、同じ解答を示す。　　　　　　　　　　（小計２５点）

　（１）　酸やアルカリ等の成分を多く含む土壌における保安装置の接地棒には、通常、化学的に安定度の高い（　ア　）接地棒が使用される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　青　銅　　②　硫化銀　　③　炭　素　　④　フッ素　　⑤　ケイ素


　（２）　多対カッド形ＰＶＣ線は、対になっているそれぞれの心線を結んでできる四角形が正方形になるとき、主として（　イ　）を防ぐ効果がある。　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　電磁誘導による雑音　　②　静電誘導による漏話

　③　抵抗結合による雑音　　④　共通接地による漏話


　（３）　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ４３０では、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおけるＮＴ１の試験（　ウ　）が規定されており、２Ｂ＋Ｄチャネルが折り返される（　ウ　）２を用いた試験を可能にしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５点）

	　①　手　順　　②　段　階　　③　接　続　　④　ループ　　⑤　工　程


　（４）　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２１におけるＤＴＥ－ＤＣＥ相互接続回路において、ＤＴＥとＤＣＥの制御情報のやり取りは、ＤＣＥからＤＴＥへの方向では、相互接続回路（　エ　）が、ＤＴＥからＤＣＥへの方向では、相互接続回路（　オ　）が使われる。　　　　（５点×２＝１０点）

	　①　ＴとＣ　　②　ＴとＲ　　③　ＲとＣ　　④　ＣとＩ　　⑤　ＲとＩ　　⑥　ＴとＩ


解答

第１問（ア）④　（イ）②　（ウ）⑤　（エ）④　（オ）①

第２問（ア）③　（イ）②　（ウ）④　（エ）②　（オ）③

第３問（ア）③　（イ）④　（ウ）①　（エ）②　（オ）⑥

第４問（ア）③　（イ）②　（ウ）④　（エ）⑤　（オ）①
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